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写真と詩で伝える鉄道の魅力

国土交通省鉄道局長賞

◇　米屋こうじ　Yoneya  Ko j i ◇　水無田気流　Minash i t a  K i r i u
鉄道写真家 詩人・社会学者

鉄道写真詩とは、「鉄道写真」に「詩」を組み合わせて鉄道の魅力や旅情を表現する芸術活動です。
いつもの鉄道、旅先での鉄道、その時々にとらえた鉄道の表情とともに作者の心情が伝わってきます。

鉄道写真詩とは
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　今年9回目を迎えた本コンテストですが、
初めて審査委員全員の票を得たのが、塩川
里美さんの「暑い夏に」（国土交通省鉄道局
長賞）。ダイヤモンド富士の瞬間的なタイミ
ングで、御殿場線の列車がやって来る。奇跡
にも見える写真ですが、地元の利を活かし、
何度もチャレンジし得ることができた、努力
の賜物ではないでしょうか。
　壮大な写真ではありませんが、草山歩さ
んの「私は私」（鉄道博物館賞）は、鉄道の愛
らしさが伝わってくる作品です。ディーゼル
カーの気持ちで詠んだ詩に、思わず感情移
入してしまいます。

　私が選んだ丸山かおるさんの「秋影の線路」は、暗闇のなかでの作
画に苦労がしのばれる作品です。実際に列車が接近するまで不確定
な状況のもと、的確なフレーミングと露出で情感のある一枚になって
います。詩は語句の長さが揃えられて、テンポよく読むことができ、そ
よ吹く秋風のような心地よさを感じました。
　写真撮影でフレーミングの基本に"引き算"という考え方がありま
す。主題を明確にするために、不要なものは画面（ﾌﾚｰﾑ）に入らないよ
うに撮影するものです。詩にも似たような要素があるのではないで
しょうか。カメラ・レンズで切り取るかわりに言葉で切り取って整理し
てゆくことで、伝えたいイメージが鑑賞者により伝わると思うのです。
　今年も優秀な作品が数多く寄せられるなかで、詩においては全体
的に「少し長いなぁ」と感じられる作品が多かったという印象を受け
ました。写真において"引き算"で切り取るように、言葉を選んで整理し
てみてはいかがでしょうか？

　今年で9回を迎える鉄道写真詩コンテス
トは、鉄道にまつわる記憶や思いを想起さ
せる秀作が数多く寄せられました。旅の思
い出、人生の一場面、そしてこれから起こる
ことへのわくわくした気持ちなど、鉄道のあ
る風景に重ねた作品の数々を拝見している
と、この鉄道写真詩という表現ジャンル自体
が年々成熟して来ているのを実感し、大変
に嬉しく思いました。
　今回私が選出させていただいた池田淳
二さんの「沈黙」は、幻想的な霧の東武鉄道
日光線の踏切の佇まいが静謐で、一連書き
で淡々とで綴られた詩も写真の雰囲気とよ

く調和しています。連を分けないこのような詩は、いわば「息継ぎ」が
ないので一気に読み進められるのですが、一方で書かれているのは
踏切が象徴する「境界」というのが印象的です。踏切が、現実と夢、過
去と現在の境界としても二重写しに描かれており、初行の「霧は記憶
を食べる」や、中盤の詩調が転換してすぐに「鉄の匂い」といった身体
感覚的な描写が絶妙な効果をもたらしています。これらが、今はいな
い「何か」に向かってたしかな手触りを表現し、作品全体に命を吹き
込んでいます。また写真自体の色調も抑え気味であるため、詩の余情
を感じさせる相乗効果を生んでいます。
　国土交通省鉄道局長賞となった塩川里美さんの「暑い夏に」も、短
くて思い切りの良い、とても勢いの良い詩で、富士山、太陽、御殿場線
の三点がぴったりはまった素晴らしい作品となっていました。
　「詠み鉄」の皆さま、今年も誠にありがとうございました。来年も、み
なさまの作品を楽しみにお待ちしております。

「
私
は
私
」　
草
山
　
歩
（
神
奈
川
県
）

「
あ
の
子
み
た
い
に
な
り
た
い
」
と

強
く
焦
が
れ
た
こ
と
が
あ
る

東
京
　
名
古
屋
　
新
大
阪

あ
の
子
は
ど
こ
で
も
人
気
者

「
あ
の
子
み
た
い
に
な
り
た
い
」
と

夢
中
で
も
が
い
た
こ
と
が
あ
る

顔
も
塗
装
も
雰
囲
気
も

近
付
き
た
く
て
着
飾
っ
た

そ
う
し
て
分
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

「
私
は
あ
の
子
に
な
れ
な
い
」
と

け
れ
ど
　
気
付
い
た
こ
と
も
あ
る

「
あ
の
子
も
私
に
な
れ
な
い
」
と

私
は
私
な
の
だ
か
ら

デ
ィ
ー
ゼ
ル
仕
掛
け
の
命
を
燃
や
す

私
は
私
な
の
だ
か
ら

終
着
駅
で
は
笑
っ
て
い
た
い

「
風
わ
た
る
。」　
櫻
井
路
子（
東
京
都
）

無
人
駅
を
風
が
わ
た
る

多
く
の
旅
び
と
が
荷
物
を
お
ろ
し

軽
く
な
っ
た
こ
こ
ろ
を
吹
き
抜
け
て
い
っ
た

雑
踏
で
ふ
と
頬
を
撫
で
る
風
に

あ
の
時
の
匂
い
が
し
た

そ
う
だ
。

旅
に
出
よ
う
。

「
初
化
粧
」　
岡
本
由
紀（
東
京
都
）

憶
え
た
て
の
手
順
で
慎
重
に
、

肌
色
の
ク
リ
ー
ム
を
塗
っ
て
い
く
。

眠
れ
な
い
ま
ま
夜
を
明
か
し
た
こ
と
が

悟
ら
れ
な
い
よ
う
、目
元
に
も
気
を
配
る
。

眉
を
整
え
、頬
に
紅
を
挿
す
と
、

顔
に
ほ
わ
り
と
明
か
り
が
灯
る
。

扉
を
開
け
た
ら
秋
の
風
。

颯
爽
と
、タ
タ
ン
タ
タ
ン
と
。

真
っ
赤
な
線
香
花
火
へ
ま
っ
し
ぐ
ら
。

「
使
命
」　
三
田
村
　
裕（
神
奈
川
県
）

デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
ア
イ
ド
リ
ン
グ
の
音
と

鳥
の
さ
え
ず
り
と

風
に
葉
の
そ
よ
ぐ
音
と

聞
こ
え
る
の
は
そ
れ
だ
け

駅
で
列
車
を
待
つ
人
も
い
な
け
れ
ば

降
り
る
人
も
い
な
い

そ
れ
で
も
列
車
は
走
る

雨
の
日
も
　
風
の
日
も

そ
れ
を
必
要
と
す
る
人
の
た
め
に

秘
境
駅
と
も
言
わ
れ
る
駅
の
ホ
ー
ム
に
立
ち

発
車
の
時
刻
を
待
つ
運
転
士
の
姿
に

静
か
で
あ
り
な
が
ら
強
い
使
命
感
を
感
じ
た



国土交通省鉄道局後援　　一般社団法人交通環境整備ネットワーク主催
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 東武日光線　東武動物公園・杉戸高野台間

あいの風とやま鉄道

 近鉄　大和西大寺駅

JR神戸線

JR中央線　飯田橋・市ヶ谷間　　鉄道写真詩コンテスト2025　

鉄道×文学の新しい表現に挑戦！　あなたの撮った鉄道写真にあなたの詩を添えて

ー 写真と詩で伝える鉄道の魅力 ー

協賛：  旅の手帖　・   交通新聞社   ・   関東交通印刷

https://ecotran.or.jp/photo/2025/

「鉄道写真詩」は、「鉄道写真」に「詩」を組み合わせて鉄道の魅力やその旅情を表現する芸術活動です。
本コンテストは、その登竜門としての役割を担うもので2017年に第1回を開催し、今回で9回目となります。
作品募集：2025年7月1日～9月30日
審査委員（敬称略）：五十嵐徹人（国土交通省鉄道局長） ・ 石田　亨（鉄道博物館長）
　　　　　　　　  米屋こうじ（鉄道写真家） ・ 水無田気流（詩人・社会学者）
　　　　　　　　  原　潔（一般社団法人交通環境整備ネットワーク代表理事)
多数のご応募をいただき、ありがとうございました。
本コンテストの作品及び過去の受賞作品は、ホームページでご覧いただけます。 JR京浜東北線　赤羽・川口間
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